
★平成20年第２回定例会は６月10日(火)開会予定です。

平成20年
（2008年） 4月
第25号

平成20年度当初予算

一般会計：193億6,800万円
(対前年度同期△4億1,500万円、△2.1％)

特別会計：155億5,940万円

3月補正額：△8,553万円

補正後の予算

一般会計：211億68万円
(対前年度同期△９億3,003万円、△4.2%)
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日 種 別 内 容

開 会

会議録署名議員の指名

3席 本会議 会期の決定

市長提出議案等50件 ……一括上程

市長提出議案等の提案理由説明

5戚 本会議 議案等に対する質疑

6斥 本会議
議案等に対する質疑

議案の常任委員会付託

7昔 休 会 特別委員会（交通網・港湾･企業誘致対策）

10席 休 会 特別委員会（地域医療整備対策）

11惜 本会議 一般市政に対する質問

12戚 本会議 一般市政に対する質問

13斥 本会議 一般市政に対する質問

14昔 休 会 全 休（中学校卒業式）

17席 休 会 常任委員会

18惜 休 会 常任委員会

19戚 休 会 全 休（小学校卒業式）

21昔 休 会 常任委員会

24席 休 会 正副委員長会

常任委員会報告

常任委員会報告に対する質疑

26戚 本会議
特別委員会報告

特別委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

閉 会

平成20年伊万里市議会第１回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時３月
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市民交流プラザの設置
市民の自主的な活動を支援し、市民と行政の協働に
よるまちづくりを推進するともに、障害者の自立した
社会生活を支援するために伊万里市民交流プラザが設
置されました。
●場 所

施設名 利用料金
・小会議室（18人）200円／Ｈ

会 議 室 ・中会議室（42人）300円／Ｈ
・大会議室（80人）500円／Ｈ

団体用貸し
ブ ー ス

1区画当り 2,500円／月

貸 し ・中（16ケース） 300円／月
ロ ッ カ ー ・大（6ケース ） 500円／月
簡易印刷機械
複 写 機 実費徴収
冷 暖 房 機
そ の 他
（情報掲示コー 無料
ナー、開放ＰＣ）

●開 館 日 下記に定める日を除いて開館する。
①年末年始（12月29日～1月3日）
②祝日 ③毎週土曜日 ④特別の事情
により別に定める日

●開館時間 午前9時から午後5時まで
（但し、火・金曜日は午後10時まで）

※障害者生活支援センターは、上記①②及び毎週土・
日曜日は休館とし、午前9時から午後5時まで開館

議会ホットコーナー

質
問
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弁

質
問

答
弁
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委員会に付託された条例議案５件、協議事
項１件、19年度補正予算議案１件、20年度一
般会計予算議案１件について慎重審査の結果、
原案のとおり可決するべきものとし決定致し
ました。
市民交流プラザ条例については、旧電算セ

ンター跡地に自主的な市民活動を支援する交
流プラザを設置する目的のため。
ふるさと応援寄附条例については、全国か

ら寄附を通じた多様な人々の参加によるふる
さとづくりを推進し応援基金を設置するため。
市長、副市長及び水道事業管理者並びに教

育長の給料月額の特例に関する条例の一部を
改正する条例については、市長等の給料を減
額する期間を延長するため。
市職員の特殊勤務手当に関する条例を一部

改正する条例については、特殊勤務手当の支
給を受ける者の範囲を変更するため。
市消防署設置条例の一部を改正する条例に

ついては、消防署福島分署を廃止することに
伴い、管轄区域を縮小するために必要が生じ、
それぞれに審査を行ったところである。
市民交流プラザ条例については、市民活動

支援と障害者生活支援という２つの目的を持
ち、50の町づくり団体（NPO法人11団体）
の利用が見込まれているが、ブース利用が特
例化されないよう、全ての団体が公平に利用
出来るよう配慮すべきとの意見や、多数の団
体となると管理主体が薄れてくるので管理責
任者を明確にすべきとの意見も出された。

ふるさと応援寄附条例については、事業目
的の種類が拭歴史・文化を活かしたふるさと
づくり植市民によるまちおこし殖自然環境の
保全と３項目に限られている点で、寄附者の
意志がより反映される為にはもっと受け皿の
幅を持たせるべきとの意見もあったが、まち
づくりをより具現化する為の限定された基金
との説明を受け理解を示したところである。
又要旨のPR方法についても苦慮するところで
あるが、対象者への働きかけを周知徹底する
よう要望した。尚パブリックコメントにかけ
るか否かの発言もあったが、この条例自体が
全ての市民に直接関わる事ではないとの理由
で、その必要性は見出せなかった。
消防署設置条例の一部改正については、隣

接する福島町の地理的特殊性によって県境を
越えて、伊万里市での管轄を維持してきたと
ころであるが、松浦市との合併で本来の姿に
戻ったと理解する。福島分署で伊万里市北部
地区の消防業務を一部担っていたので、今後
の不足を懸念されるが、消防署の詳細な説明
を聞き、その不安は払拭された。
予算関係については、新規事業として情報

発信戦略アドバイザー事業39万５千円が計上
され、市内外へ情報を発信するために伊万里
市の発信力の強化を図る目的と説明がなされ
たが、抽象的でどのようなマニュアルがある
のか具体性に欠け、今後の事業進捗に注目す
るところである。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎笠原 義久 ○樋渡 雅純
前田 教一 多久島 繁 松永 孝三
船津 賢次 前田 久年 下平 美代

21世紀夢づくり事業 梅ジャム加工風景
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付託された条例議案や新年度予算等24件に
ついて審査の結果、原案どおり可決、承認す
べきものと決定いたしました。
条例関係では、後期高齢者医療制度に係る

保険料の納期等の提案がなされましたが、本
年４月より始まる本制度について、現時点に
おいてその実施内容が十分に理解されていな
い面もあると思われるので、今後とも継続し
て、より分かり易い説明周知を重ねるよう、
特に要望いたしました。
小学校毎に順次整備している留守家庭児童

クラブは、20年度は牧島小学校へ開設します
が、余裕教室活用であるため、指導員と学校
との意思疎通を強く要望する意見がありまし
た。
また、子育て支援としてこれまでの医療費

助成（乳幼児医療費助成、子ども医療費助
成：３歳から小学校就学前児童の入院費用の
1/2助成）に加えて、20年度から子ども医療
費助成に歯科医療費の一部負担金の全額補助
を加えます。歯科医療費助成に関して、そこ
までの配慮が必要なのかとの疑問や、本来な
らば家庭における子育てのなかでみるべきと
の意見もありました。
社会教育法の改正により、市立公民館の運

営に関して公民館運営審議会の必置義務がな
くなったため、その機能は元気なまちづくり
協議会など住民意思の反映ができる地域組織
へ委ねることもできることになりました。
予算関係のうち、補正関係ではそれぞれの

事業における事業費の確定や対象者等の増減
による精算等となっています。
新年度予算については新規事業を中心に主

な事業について審議しました。
民生費関係では、心身障害児通園事業ひま

わり園の移転による効果の問いに対しては、
個別指導室での指導や言語聴覚士による訓練
の充実の他、旧施設では出来なかった外遊び
やプールでの活動などが可能になったこと等
の報告を受けました。ついで、19年度から始
まった敬老祝つるかめ商品券については、使
用に当たっての交通手段に困難な場合もある

こと、また現金支給の方が喜ばれるなどの意
見がありましたが、今後、登録店を増やすな
ど、より利用し易いように検討したいとの回
答を受けました。
同和活動費補助金は財政難の折に減額の考

えはないのかとの問いに、本年度は２団体合
計で90万円の減額を実施したとのことでし
た。子ども医療費助成事業では、本当に子育
て支援につながるのかとの意見がありました
が、県内他自治体とも比較しながら最低限の
対策を講じたとの説明を受けました。
衛生費関係では、一般廃棄物処理基本計画

と広域圏ごみ処理計画との整合性についての
質問に、回答では26年度までの関連で整合さ
せているとの考えが示されました。
教育費では、博物館・美術館建設の構想に

ついての質問に、19～20年度の基本計画策定
委員会で検討中との説明を受けました。
また放課後子ども教室の実際運用面につい

ての質問に、実施曜日、時間、内容はまちま
ちでそれぞれの公民館の裁量に委ねるものと
の回答を受けました。３ヵ月児を対象とした
ブックスタート事業では、絵本１冊のプレゼ
ントを２冊に戻せないかとの問いには、子育
て支援基金の活用も検討したが難しく、図書
館のフォローアップ事業の利用を勧めていき
たいとのことでした。
以上、報告いたします。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎岩橋 紀行 ○山増 秀明
占野 秀男 高木 久彦 島田 布弘
田中 啓三 福田 喜一 盛 泰子

「ぽっぽ」 開所式
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託された条例議案２件、補正
予算議案１件、特別会計補正議案３件と新年
度予算議案１件、特別会計予算議案７件に専
決処分１件に付いて、慎重審議の結果、次の
要望を付し、原案のとおり可決及び承認すべ
きものと決定いたしました。
小規模土地改良事業について、他事業の活

用を図られているが地域の要望も多い。この
ため、今後の申請状況に応じた予算措置と事
業費上限の回復を要望する。
条例議案については、農業委員会に関する

条例の一部を改正する条例制定は、農業委員
の削減について、選挙による委員定数を２名
削減・議会推薦を２名削減となっているが、
削減については、農業委員の役割や農地面
積・農業に関する諸課題等を参考にしたとの
説明をうけた。
有害鳥獣対策事業については、新年度は１

千頭分を予算措置しているとの説明をうけた。
小規模土地改良事業については、92箇所の

実績で、新年度においては700万円の予算で
あるが、限度額も当初100万円が80万円にな
り、現在70万円となっているが、厳しい財政
の中ではあるが今後、補正で対応していただ
きたいと要望をつけた。
どっちゃん祭りの花火大会は国見台に会場

を移すとの説明を受けた。また秋祭りについ
ては、奉賛会が伊万里神社へ移され、今後の
協議を見守りたいとの説明を受けた。
工業用水事業について、第４工水事業は現

在までは多少の工事の遅れがあるがほぼ計画
どおりに進んでおり、新年度は塩分溶出対策
工事や各種工事を行い、Ｈ21年７月供用開始
に向け進捗しているとの説明を受けた。

伊万里焼ロードギャラリー事業については、
Ｈ19年度～Ｈ21年度までに20基のモニュメ
ント等を設置するとの説明を受けた。
道路整備事業については、道路維持、市道

整備事業、都市再生道路整備事業、地方道路
交付金事業、道整備交付金事業、辺地対策事
業、交通安全施設整備事業等の予算が計上さ
れ16路線が整備されている。

他、都市計画道路整備事業（大坪・木須
線）・（陣内・白野線）などの多くの道路整
備が行われている。河川事業、港湾事業、都
市公園整備事業等も計上されている。
住宅事業については、住宅促進事業の空き

家バンク制度は、市内への定住促進を図るた
めの支援、空き家情報調査や相談業務等の経
費を計上。
地域住宅交付金事業は、老朽化が著しい市

営住宅については外壁等改修工事・集会場改
修工事・給水管改善工事・火災報知機設置工
事・駐車場整備工事等の設計管理委託料等で
国の補助率45％の補助を受け改修工事を行
う。
特別会計については、立花台地開発事業・

公共下水道事業・農業集落排水事業・市営駐
車場等については公債費比率の減もあるが健
全経営に努めていただきたい。
以上報告いたします。

◎前田儀三郎 ○渡邊 英洋
松尾 雅宏 松尾 博幸 草野 譲
堀 良夫 内山 泰宏 浜野 義則
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都市計画道路 大坪木須線
（つつじが丘北公園付近）
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地域医療整備対策調査特別委員会
１．新病院建設における協議等の経過について
新病院建設費負担割合が両市町にて決定し

新たな医療福祉組合によって用地交渉、病院

建設等の事務処理がなされていく。病院統合

の諸問題は両市町の首長、議長など10名で構

成された新協議会にて協議される。今回の協

議において用地取得、道路、下水工事の費用

分担、病院財産の引継ぎ、医師・看護師等職

員の引継ぎなどの覚書も確認された。

２．新病院建設に向けて
コンサルタント素案が基本計画等策定員会

において提示された。それによると西部医療

圏中核となる新病院の病床規模229床や、15

診療科目、医師・看護師等の人員配置計画、

更には事業費の概算や収支見込等がある。又、

循環器系と脳卒中の診断・治療の機能強化を

図ることにより患者の圏外流出抑制、紹介・

逆紹介を積極的に推進する等の内容である。

今後この素案をベースに検討されるが、医師

確保という最大の問題や地域に合った診療科

目の設定、経営安定の見極めなど安心できる

医療体制を確立していく為の問題は多い。公

的病院経営が厳しい今日、経営形態について

は地方独立行政法人化も含めた考察など慎重

にならざるを得ない。今後の協議、検討にお

いては、将来に禍根を残さぬよう議論を尽く

し、市民、医療現場の声を反映させるととも

に、決定に至るまでの経緯を市民に十分に説

明していただくよう要望した。当委員会とし

ても協議等の状況を速やかに把握し検討した

い。

交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会
1 西九州自動車道建設について
西九州道路は、本市において高速定時性と

経済的波及効果を期待する道路として、伊万

里市民が切に希望している道路である。現在

唐津・伊万里道路の内、南波多町高瀬地区２

ヶ所において橋台１基が来年３月に完成予定

であり、いよいよ姿が見え始めている。

伊万里、松浦道路でも長崎県側において早

期の工事着工が見込まれており、今後も両県

一体となり、国、県に強く働きかけるもので

ある。

2 港湾整備について
伊万里港の整備は、引き続きマイナス13ｍ

のコンテナ岸壁整備とマイナス10ｍの航路浚

渫が行われている。国際物流港を目指す中で

の港湾機能の強化は必要不可欠であることか

ら、久原、七ツ島の整備はもとより、長期的

には浦ノ崎廃棄物処理用地について、荷役機

能を含む施設への転化が望まれる。

尚、コンテナ取扱量は博多、北九州港に続

いてはいるが、更なる増加を図らねばならな

い。

3 企業誘致について
19年度は明太子製造の㈱かねは及び㈱ＳＵ

ＭＣＯのソーラー部門の進出が決定した。

㈱かねはは本年７月操業をめざして大坪町

に工場を建設中であり、一方の㈱ＳＵＭＣＯ

は伊万里団地の第５工場に隣接して、太陽電

池用ウェハーの材料となる多結晶シリコンイ

ンゴットの製造工場を建設する計画である。

企業の活発な設備投資により工業団地も残

り少なくなり、新たな工業団地形成も視野に

入れる必要がある。

◎福田 喜一 ○松尾 雅宏 占野 秀男
山増 秀明 樋渡 雅純 高木 久彦
島田 布弘

◎堀 良夫 ○多久島 繁 渡邊 英洋
草野 譲 笠原 義久 前田儀三郎
下平 美代



7

議
会
運
営
委
員
会
報
告
・
視
察
受
け
入
れ
の
状
況

第23号にも記載しておりましたが、これま

で「議案」は総務課職員などにより議員宅へ届

けられていました。県議会や県内市議会の状況

等も調査の上、議会改革の一環として、今回の

定例会から議会事務局での受け取り方式に変更

しました。

現在の議運メンバーの任期はあと１年。５月

には先進議会視察を予定し、更に研鑚を積んで、

新たな改革を進めていきたいと考えています。

議会運営委員会

◎盛 泰子 ○前田 久年 松永 孝三
松尾 博幸 船津 賢次 内山 泰宏
岩橋 紀行 田中 啓三 浜野 義則

行政視察受け入れの状況（平成20年１月～３月）

月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

岡山県津山市議会 ４ NPO法人伊万里はちがめプラン 会

福岡県大野城市議会 ８ 議会だより 委

１
栃木県那須塩原市議会 11 議会運営、議会改革 委

大分県由布市議会 ８ 企業誘致 委

愛知県幸田町議会 10 道の駅「ふるさと村」 会

熊本県富合町議会 12 水道事業 会

山梨県笛吹市議会 ８ 議会運営、議会改革 会

山口県萩市議会 10 夢みさき公園整備事業 委

福岡県直方市議会 11 議会運営、議会改革 委

２
新潟県議会 14 伝統工芸を活かした地域活性化 委

和歌山県議会

（半島振興議員連盟）
43 伊万里・黒澤映画祭、夢みさき公園整備事業

宮崎県西都市議会 ７ 定住サポートセンター 委

大阪府能勢町議会 １ NPO法人伊万里はちがめプラン 会

※ 人数は、議員の他、随行者も含みます。
※ 「委」は委員会、「会」は会派、「個」は個人での視察を意味します。
※ 多くの場合、伊万里市内に宿泊されています。伊万里市議会も出来るだけ視察先の自治体に宿泊するように努
めています。
※３月は議会中であり、視察申し込みはありませんでした。
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項
１．ファミリーパークの今後の整備方針
２．黒澤明記念館建設計画の進捗状況について
３．県道黒川松島線バイパスの建設促進

１．原発10キロ圏問題について
(1) これまでの議論をふりかえって
(2) 伊万里市地域防災計画への県の関与
(3) 風評被害への対応
２．住民基本台帳カードについて
(1) ｅ－Ｔａｘに関連しての状況
３．「前田くしや」の保存・活用について

１．福島町の常備消防事務委託解消に伴う北
部地域の消防対応について
(1) 松浦地区消防組合本部との消防相互応援
協定の協議と北部地区における救急への
対応について
(2) 火災における消防団の出動と地域の自主
防災組織づくりについて

２．地域力発掘に対する支援策について
(1) 多目的トイレの設置について

１．新工業団地適地の調査等取り組み
(1) 国の企業立地促進法による伊万里・武雄
地区地域産業活性化推進協議会において
進める工業団地整備計画状況
(2) 佐賀県が打ち出した工業団地開発共同整
備方式の内容

２．既存工業団地にかかわるインフラ整備
３．小・中学校教育における課題について
(1) 県が計画･実施した中高一貫教育校
(2) 本市の教育行政について
(3) 小･中学校の児童･生徒の携帯電話

山増 秀明

（一問一答）

盛 泰子

（一問一答）

１．農業集落排水事業の浄化施設の処理水
の配布について
２．「合特法」に基づく合理化事業計画

松永 孝三

（一問一答）

１．中心市街地活性化について
(1) これまで取り組んだ事業とその成果
(2)「伊万里」を感じるまちなみ修景整備
計画の取り組みについて

２．環境センターについて
(1) 西部ブロックごみ処理広域化計画の進
捗状況について

(2) 現施設の状況について

渡邊 英洋

（一問一答）

松尾 雅宏

（一問一答）

１．食の安全について
(1) 伊万里市における食の安全確保の考え方
(2) 学校給食における食材の実態について
２．伊万里市バイオマスタウン構想の進捗
状況について
３．平成20年度農地・水・環境保全向上対
策の新規取り組み地区対応について
４．品目横断的経営安定対策の見直し
５．地域担い手経営基盤強化総合対策実験
事業における市義務負担について
６．鳥獣被害防止特別措置法成立による伊
万里市の取り組みについて

笠原 義久

（一問一答）

１．市内バス路線（いまりんバスを含む）
の運行状況と行政のかかわりについて
２．緊急課題である市街地再生の基本方針
３．佐賀県ごみ処理広域化計画における西
部地区ごみ処理施設整備の市民への理解
と今後の方向性について

内山 泰宏

（一問一答）

１．伊万里市におけるインターネット公売
制度について
(1) この制度が市民税の滞納額を減少させ
る救世主となるのか

２．公的病院統合について
(1) 伊万里市民が期待する統合病院（伊万
里市民病院・有田共立病院）とはどのよ
うなものか
(2) 統合病院開院までの伊万里市民病院の
運営について

前田 久年

（一問一答）

堀 良夫

（一問一答）

１．後期高齢者医療制度のもんだい点と説明
責任について
２．公民館管理運営事業における日直業務の
見直しについて
３．学校適応指導教室「せいら」について

下平 美代

（一問一答）

１．「災害時要援護者」への支援
(1) 情報の把握・取り扱い・活用
(2) 避難支援プランの策定
(3) 災害情報伝達訓練・体制の現状と課題
２．健康づくりと予防の推進
(1) 新制度による特定健診について
(2) 特定保健指導の体制と課題

樋渡 雅純

（一問一答）

１．㈱ＳＵＭＣＯの事業拡充に伴う諸課題へ
の対応について
(1) 第４工業用水建設について
(2) 交通体系の整備について
(3) 定住環境の整備について
(4) 学力向上対策について
(5) 技術力向上対策について

浜野 義則

（一問一答）

１．後期高齢者医療制度について
(1) 同制度の問題点
(2) 説明会の開催を

２．チラシ（道路特定財源の暫定税率延長を
求める内容－西九州自動車道建設促進期成
会名）の作成と配布について
(1) チラシの内容
(2) 公金が使われていること
(3) 行政機構が使われていること

船津 賢次

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

３．生活保護行政について
(1) 相談窓口での対応、いわゆる「水際作戦」
となっていないか

４．就学援助制度について
(1) 同制度の紹介・広報（お知らせ）について
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一

般

質

問 整
備
に
整
合
し
た
建
設
推
進
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長

財
団
は
黒
澤
明
生
誕
１
０
０

年
事
業
を
２
０
１
０
年
に
計
画

中
で
、
ま
ず
ソ
フ
ト
事
業
の
充

実
に
よ
り
財
団
の
信
頼
度
を
高

め
、
資
金
調
達
に
結
び
つ
け
た

い
と
の
考
え
で
あ
る
。

本
路
線
の
事
業
計
画
年

度
が
20
年
度
迄
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
の
事
業
実
施
と

な
れ
ば
本
年
中
の
県
都
市
計
画

審
議
会
の
審
査
が
迫
っ
て
い
る

が
、
そ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

建
設
部
長

事
業
期
間
内
に
計
画
変
更
手

続
き
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

本
ル
ー
ト
は
並
行
路
線
と
も

な
る
が
、
西
九
州
自
動
車
道
や

臨
港
道
路
と
し
て
環
伊
万
里
湾

を
連
結
す
る
重
要
な
道
路
、
ま

た
、
伊
万
里
北
部
地
域
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
機
能
を
有
し
た

道
路
と
認
識
し
て
い
る
。

山
増

秀
明

開
園
後
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。
特
徴
的
に
示
し
て
欲

し
い
。

又
、
今
後
の
整
備
計
画
の
年

度
毎
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長

18
年
度
４
１
、
６
８
３
人
、

19
年
度
約
３
８
、
０
０
０
人

（
２
月
末
）
で
月
平
均
３
、
５

０
０
人
位
と
な
っ
て
お
り
、
春

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
が

多
い
。

今
後
の
整
備
は
、
20
年
度
市

民
記
念
樹
の
森
敷
地
造
成
、
及

び
主
園
路
整
備
、
21
〜
23
年
度

に
か
け
て
、
米
島
台
及
び
沿
岸

部
の
展
望
台
や
園
路
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の

前
田

久
年

福
島
町
の
常
備
消
防
は

平
成
20
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

松
浦
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

に
移
管
さ
れ
伊
万
里
消
防
本
部

の
管
轄
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
管
轄
外
と
な
る
福
島
町

か
ら
の
本
市
北
部
地
域
へ
の
出

動
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

消
防
長

北
分
署
管
内
の
場
合
の
補
完

体
制
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
部

分
が
あ
る
の
で
、
応
援
協
定
の

中
で
出
動
要
請
を
行
い
た
い
。

火
災
等
の
緊
急
事
態
の

対
応
に
つ
い
て
、
消
防
団
員
の

地
元
不
在
が
心
配
さ
れ
る
が
Ｏ

Ｂ
の
応
援
の
考
え
は
な
い
か
。

市
長

最
近
会
社
勤
務
の
方
が
85
％

も
い
て
火
災
、
水
害
発
生
の
場

合
、
会
社
に
出
動
要
請
を
し
や

答
弁

質
問

す
い
よ
う
に
消
防
団
協
力
事
業

制
度
を
設
け
呼
び
か
け
て
い

る
。
Ｏ
Ｂ
の
方
の
人
材
を
そ
な

え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
な
か
で
市
民
力
、
地
域
力

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
き
、
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
検
討
を
し
て
後
押
し

を
し
て
い
く
。

周
辺
部
の
活
性
化
が
市

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
が
他

所
か
ら
の
来
所
者
の
た
め
の
多

目
的
ト
イ
レ
等
の
環
境
施
設
整

備
は
出
来
な
い
か
。

産
業
部
長

国
の
交
付
金
事
業
の
農
山
漁

村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
事
業
が
あ
り
、
ト
イ
レ

の
整
備
に
つ
い
て
は
二
次
的
な

も
の
で
、
あ
く
ま
で
も
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
た
直
売
所
の

整
備
の
中
で
並
行
し
て
ト
イ
レ

を
整
備
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
地
元
と
十
分
に

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
支
援
し

て
参
り
た
い
。

堀

良
夫

昨
秋
新
聞
報
道
さ
れ
た

武
雄
市
と
共
同
で
の
大
型
工
業

団
地
開
発
の
状
況
は
。

産
業
部
長

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ

き
、
県
と
両
市
は
国
が
支
援
す

る
対
象
地
域
と
し
て
同
意
を

得
、
市
境
エ
リ
ア
を
県
営
工
業

団
地
の
計
画
地
と
し
て
位
置
付

け
推
進
を
図
っ
て
い
た
が
、
県

は
市
町
と
の
折
半
に
よ
る
共
同

整
備
方
式
を
発
表
。
県
営
と
違

い
、両
市
に
お
け
る
開
発
面
積
、

事
業
主
体
の
取
り
扱
い
、
事
業

費
負
担
割
合
等
、
推
進
課
題
も

多
い
。
事
業
手
法
も
含
め
て
実

現
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

市
長

松
浦
地
域
の
立
地
選
定
は
、

松
浦
バ
イ
パ
ス
沿
線
を
も
含

め
、
多
様
化
す
る
企
業
の
立
地

動
向
に
対
応
し
た
工
業
適
地
の

調
査
、
研
究
に
取
組
み
た
い
。

新
工
業
団
地
調
査
等

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問 黒

澤
明
記
念
館
建
設
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答
弁

質
問

消
防
団
の
出
動
と
地
域

の
自
主
防
災
つ
く
り

県
道
黒
川
松
島
線
バ
イ
パ

ス
の
建
設
促
進
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

の
今
後
の
整
備
方
針

に
つ
い
て

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

福
島
町
の
常
備
消
防
解

消
に
伴
う
北
部
地
域
へ

の
消
防
対
応
に
つ
い
て

答
弁

多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
に
つ
い
て

答
弁

質
問

質
問
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一

般

質

問

り
灸
は
今
後
も
一
般
財
源
で
続

け
る
。

診
療
報
酬
は
他
の
健
康
保
険

と
は
別
件
で
定
額
制
と
な
る

（
医
師
会
と
も
協
議
を
し
た

い
。）③

複
雑
な
新
制
度
の
導
入

で
、
人
的
配
慮
の
必
要
も
考
え

ら
れ
る
。
４
月
人
事
で
対
応
す

る
。

児
童
生
徒
の
心
の
居
場

所
と
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
学
校

復
帰
を
め
ざ
す
「
せ
い
ら
」
の

実
践
は
す
ば
ら
し
い
。
２
時
以

降
も
学
び
た
い
と
い
う
生
徒
の

声
が
あ
る
。
生
徒
の
声
に
応
え

ら
れ
な
い
か
。
県
内
で
は
３
時

ま
で
の
教
室
も
多
い
。

教
育
部
長

長
時
間
の
拘
束
が
負
担
に
な

る
子
も
い
る
が
、
時
間
延
長
を

希
望
す
る
子
に
は
、
個
別
的
に

考
え
て
い
き
た
い
。

（
質
問
１
問
省
略
）

樋
渡

雅
純

要
援
護
者
の
名
簿
作
成

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
全
国
的
に

進
ん
で
い
る
状
況
に
な
い
が
本

市
の
場
合
、
地
区
防
災
会
を
中

心
に
把
握
に
努
力
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
。

総
務
部
長

民
生
委
員
を
中
心
に
個
別
訪

問
し
て
頂
き
、「
緊
急
用
調
査

カ
ー
ド
」
に
情
報
を
記
入
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
防
災
・
援
助

活
動
時
の
み
に
そ
の
カ
ー
ド
を

使
わ
せ
て
も
ら
う
同
意
方
式
を

と
っ
て
い
る
。
現
在
１
、
０
９

３
人
の
登
録
で
あ
る
。

一
昨
年
、「
避
難
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
、

市
町
村
に
も
要
請
が
あ
っ
て
い

る
。
把
握
状
況
を
み
な
が
ら
支

援
計
画
・
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
を
。

総
務
部
長

今
後
、
要
援
護
者
全
体
の
避

難
計
画
と
、
一
人
一
人
に
対
す

る
個
別
計
画
を
作
る
必
要
が
あ

る
。
Ｈ
20
年
度
に
全
体
計
画
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

４
月
よ
り
、「
生
活
習

慣
病
予
防
の
徹
底
」
を
図
る
こ

と
か
ら
、
健
診
又
保
健
指
導
が

義
務
に
な
る
、
そ
の
実
施
計
画

は
。

市
民
部
長

Ｈ
20
年
度
は
国
保
対
象
者
を

約
１
１
、
０
０
０
人
、
受
診
者

は
33
％
の
３
、
８
９
０
人
を
予

定
。
５
月
〜
７
月
に
か
け
て
集

団
健
診
と
医
療
機
関
で
の
個
別

健
診
も
延
長
し
て
実
施
す
る
。

質
問

最
終
実
施
率
65
％
が
未

実
施
の
場
合
支
援
金
10
％
が
加

算
に
な
る
。
影
響
額
は
。

市
民
部
長

達
成
の
時
マ
イ
ナ
ス
７
０
０

０
万
・
未
達
成
プ
ラ
ス
７
０
０

０
万
で
１
億
４
０
０
０
万
の
差

が
生
じ
、
国
保
に
も
影
響
が
出

て
く
る
。健

診
後
の
個
別
支
援
が

よ
り
重
要
、
体
制
の
充
実
を
。

市
長

保
健
士
等
の
人
材
確
保
は
今

後
の
課
題
。
今
年
は
新
規
一
人

配
置
。
各
課
と
連
携
を
と
り
増

員
も
視
野
に
入
れ
た
体
制
作
り

を
目
指
す
。

子
育
て
支
援

の
充
実
策

既
存
工
業
団
地
の
効
率

を
図
る
た
め
、
七
ツ
島
工
業
団

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
臨
港

道
路
七
ツ
島
線
の
計
画
推
進
、

伊
万
里
団
地
の
臨
港
道
路
四
車

線
化
の
取
り
組
み
は
。

建
設
部
長
、
市
長

七
ツ
島
工
業
団
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
は
一
本
し
か
な
く
、

臨
港
道
路
七
ツ
島
線
は
国
道
２

０
４
号
の
交
通
渋
滞
緩
和
策
等

と
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
伊
万
里
団
地
で
は
企
業

の
拡
張
に
よ
る
大
幅
な
交
通
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
交
通
渋

滞
の
解
消
や
車
両
の
大
型
化
に

対
応
す
る
た
め
臨
港
道
路
の
４

車
線
化
は
重
要
で
あ
り
、
両
団

地
を
一
本
化
す
る
交
通
体
系
の

整
備
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
県

に
要
望
し
て
い
く
。

（
質
問
１
問
省
略
）

下
平

美
代

４
月
１
日
実
施
予
定
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
年

齢
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
る
保

険
。
歴
史
上
は
じ
め
て
。
世
界

に
も
例
が
な
い
。
保
険
料
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
あ
る
。
①

こ
れ
ら
の
説
明
は
十
分
に
行
わ

れ
た
の
か
。
又
75
歳
以
上
が
対

象
者
と
い
う
配
慮
が
あ
っ
た
の

か
。
市
民
に
は
疑
問
と
不
安
が

多
い
。
②
制
度
の
問
題
点
は
。

③
担
当
部
の
人
的
配
慮

市
民
部
長

市
長

①
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
市
広
報

等
で
行
っ
た
が
今
後
も
更
に
周

知
徹
底
に
努
力
す
る
。
分
か
り

づ
ら
い
言
葉
、
文
字
の
大
き
さ

に
も
留
意
す
る
。

②
年
金
18
万
以
上
の
人
は
年

金
よ
り
天
引
き
。
以
下
の
人
は

納
付
書
で
納
め
る
。
コ
ン
ビ
ニ

で
の
納
付
は
こ
れ
か
ら
検
討
す

る
。佐
賀
の
保
険
料
は
均
等
割
、

所
得
割
と
も
に
全
国
６
位
と
高

い
の
で
、
予
防
に
留
意
し
、
は

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

質
問

答
弁

答
弁

質
問

災
害
時
要
援

護
者
支
援

伊
万
里
団
地
の
臨

港
道
路
四
車
線
化

の
取
り
組
み

答
弁

質
問 学

校
適
応
教
室

「
せ
い
ら
」

質
問

答
弁 特

定
健
診
・
特
定

保
健
に
つ
い
て

質
問

質
問
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答
弁

し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
行
政
機

構
を
使
っ
て
配
布
さ
れ
た
事
は

納
得
で
き
な
い
。

市
長

チ
ラ
シ
は
注
意
、
検
討
し
て

つ
く
っ
た
。
久
留
米
市
、
佐
伯

市
、
八
代
市
等
で
も
、
広
報
や

チ
ラ
シ
と
し
て
配
布
さ
れ
て
い

る
。

北
九
州
市
で
の
相
次
ぐ

餓
死
事
件
を
教
訓
に
窓
口
で
の

対
応
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

伊
万
里
市
で
も
申
請
の
意
思
が

確
認
さ
れ
れ
ば
申
請
書
を
交
付

す
べ
き
だ
。

市
民
部
長

申
請
の
意
思
が
確
認
さ
れ
れ

ば
申
請
書
を
交
付
す
る
。

制
度
の
周
知
徹
底
を
。

教
育
部
長

入
学
時
や
学
級
懇
談
会
な
ど
で

紹
介
し
て
い
る
。
申
請
書
に
つ

い
て
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

が
、
今
後
も
受
注
業
者
に
対
し

十
分
な
指
導
と
監
督
を
行
っ
て

い
く
。

今
後
伊
万
里
団
地
内
や

周
辺
道
路
の
交
通
量
増
加
に
伴

う
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が
対
応

は
。

建
設
部
長

今
後
伊
万
里
団
地
内
に
１
、

０
０
０
名
か
ら
の
雇
用
増
や
生

産
活
動
に
伴
う
貨
物
車
両
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
県
に

４
車
線
化
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
が
、
久
原
〜
瀬
戸
線
（
国
事

業
）
15
億
円
、
久
原
線
（
県
事

業
）
で
約
11
億
円
の
残
事
業
費

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
七
ツ
島
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
い
る
岸
壁
工
事
（
Ｈ
20
年
代

半
ば
完
了
予
定
）
の
後
に
取
り

組
み
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。今

後
も
交
通
量
等
の
実
態
を

見
な
が
ら
早
期
実
施
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

浜
野

義
則

建
設
中
の
第
４
工
水
工

事
に
お
い
て
市
内
業
者
へ
の
発

注
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

Ｈ
19
年
度
の
発
注
状
況
は
。
ま

た
、
工
事
に
お
け
る
責
任
体
制

と
最
終
的
な
事
業
費
予
測
は
。

水
道
部
長

Ｈ
19
年
度
に
お
け
る
発
注
件

数
は
34
件
で
市
内
業
者
の
受
注

は
14
件
（
40
％
）、
受
注
金
額

で
18
憶
４
、
２
９
８
万
円

（
20
％
）
に
な
っ
て
い
る
。
工

事
施
行
は
で
き
る
だ
け
地
元
業

者
に
と
の
検
討
を
し
た
が
、
時

間
的
な
制
約
や
技
術
的
課
題
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
こ
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
た
。
現
在
ま
で
全

体
の
８
割
程
度
が
発
注
済
み

で
、落
札
率
は
平
均
82
・
４
％
。

事
業
費
は
１
５
３
憶
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

工
事
の
責
任
体
制
は
工
区
や

施
設
毎
の
完
工
検
査
を
実
施
す

る
た
め
問
題
な
い
と
考
え
る

船
津

賢
次

①
75
歳
で
線
引
き
す
る

の
は
な
ぜ
か
。
対
象
者
は
何
人

か
。
②
こ
れ
ま
で
被
扶
養
者
と

な
っ
て
い
た
方
も
新
た
に
保
険

料
が
徴
収
さ
れ
る
。
そ
の
対
象

者
は
何
人
か
。
保
険
料
は
二
年

ご
と
に
改
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

負
担
増
を
押
し
付
け
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
③
資
格
証
明

書
の
発
行
は
病
院
に
か
か
れ
な

い
お
年
寄
り
を
つ
く
る
こ
と
に

な
る
。
普
通
徴
収
の
対
象
者
は

何
人
か
。市

民
部
長

①
国
保
か
ら
の
移
動
が
６
、

１
０
０
人
程
度
②
１
、
７
５
０

人
程
度
③
５
０
０
人
程
度
。

こ
の
チ
ラ
シ
は
広
報
二

月
号
と
と
も
に
配
ら
れ
、
市
民

か
ら
「
一
方
的
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
公
費
で
こ
う

質
問

答
弁

答
弁

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て

交
通
体
系
の
整
備

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

盛

泰
子

多
く
の
市
民
の
参
加
を

得
て
『
前
田
家
住
宅
利
活
用
計

画
』
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
課

題
の
一
つ
に「
庭
園
へ
の
導
水
」

が
あ
る
が
、
ど
ん
な
手
法
が
考

え
ら
れ
る
か
。

建
設
部
長
、
市
長

往
時
は
伊
万
里
川
か
ら
取
水

し
て
い
た
が
、
現
在
の
水
路
の

状
況
等
か
ら
困
難
性
が
高
い
。

ご
当
主
の
理
解
を
前
提
と
し
て

の
話
だ
が
、
井
戸
を
掘
っ
て
水

を
回
遊
さ
せ
る
こ
と
も
選
択
肢

の
一
つ
で
あ
り
、
皆
さ
ん
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
議

論
し
て
き
た
が
、
県
の
姿
勢
に

も
変
化
が
あ
る
。
玄
海
原
発
か

ら
直
近
で
12
㎞
、
道
路
も
唐
津

方
面
か
伊
万
里
方
面
し
か
な

く
、
県
に
伊
万
里
市
へ
の
対
策

を
再
度
要
請
す
べ
き
。

「
前
田
く
し
や
」

の
保
存
活
用

質
問

答
弁

質
問

答
弁

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
の

工
場
拡
充
に
伴
う

諸
課
題
へ
の
対
応

質
問

原
発
10
㎞
問
題

道
路
特
定
財
源
の
延
長
を
求
め
る

内
容
の
チ
ラ
シ
配
布
に
つ
い
て

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
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①
総
務
部
長
、
②
市
長

①
伊
万
里
市
へ
の
対
策
に
つ

い
て
県
の
姿
勢
に
変
化
は
な

い
。
②
万
一
の
場
合
の
風
評
被

害
対
策
は
、
伊
万
里
市
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
の
で
、
県
内
市

長
会
に
提
案
し
、「
佐
賀
県
地

域
防
災
計
画
」
の
変
更
を
申
し

入
れ
た
い
。総

務
省
は
「
住
基
カ

ー
ド
を
無
料
交
付
し
た
自
治
体

へ
特
別
交
付
税
を
３
年
間
上
乗

せ
す
る
」
と
し
て
い
る
。
今
年

度
政
務
調
査
費
で
片
山
善
博
教

授
に
学
ん
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
地
方
自
治
の
本
旨
に
反

す
る
と
痛
感
す
る
。
市
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

①
市
民
部
長
②
市
長

①
今
の
と
こ
ろ
住
基
カ
ー
ド

を
自
動
交
付
機
等
で
の
多
目
的

利
用
と
す
る
計
画
は
な
い
た

め
、
無
料
交
付
は
考
え
て
い
な

い
。
②
自
治
体
の
主
体
性
を
全

く
無
視
し
た
内
容
で
あ
り
、
特

別
交
付
税
が
入
る
確
証
も
な
く

憤
慨
し
て
い
る
。

質
問

松
永

孝
三

平
成
19
年
度
で
処
理
水

の
配
布
を
打
ち
切
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
。

建
設
部
長

浄
化
槽
法
の
問
題
が
あ
り
Ｅ

Ｍ
菌
の
科
学
的
な
根
拠
が
な
い

の
で
打
ち
切
る
。

Ｅ
Ｍ
菌
を
用
い
た
浄
化

施
設
の
運
転
に
は
問
題
が
あ
る

の
か
。

建
設
部
長

施
設
を
管
理
す
る
立
場
か
ら

す
る
と
浄
化
槽
法
が
入
っ
て
き

て
Ｅ
Ｍ
菌
を
処
理
水
に
添
加
す

る
こ
と
は
本
来
の
業
務
か
ら
は

ず
れ
る
。
市
費
で
や
る
の
は
問

題
で
あ
る
。

自
然
循
環
型
農
業
の
実

現
に
向
け
て
の
取
組
み
は
。

建
設
部
長

Ｅ
Ｍ
菌
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ

ー
処
理
が
で
き
て
い
な
い
。
原

点
に
も
ど
り
循
環
型
農
業
は
次

な
る
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

Ｅ
Ｍ
菌
の
使
用
に
よ
り

臭
い
対
策
の
解
消
と
な
っ
て
い

た
が
、
今
後
Ｅ
Ｍ
菌
の
使
用
を

し
な
い
と
す
れ
ば
臭
い
等
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

建
設
部
長

物
証
や
デ
ー
タ
ー
も
無
く
施

設
内
の
臭
い
対
策
と
し
て
Ｅ
Ｍ

菌
を
用
い
る
こ
と
は
あ
る
。
環

境
に
配
慮
し
た
対
策
は
取
り
組

ん
で
い
く
。

汚
水
集
合
処
理
区
域
に

お
け
る
集
合
住
宅
な
ど
の
接
続

件
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

建
設
部
長

集
合
住
宅
な
ど
は
入
居
者
戸

数
に
な
っ
て
い
る
。

集
合
住
宅
な
ど
は
、
浄

化
槽
は
入
居
者
が
共
用
し
て
お

り
影
響
額
の
算
定
表
の
よ
う
に

一
戸
建
て
の
影
響
額
の
数
字
を

入
居
者
数
に
か
け
る
よ
う
に
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

答
弁
は
明
確
に
さ
れ
な
か

っ
た
。

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

渡
邊

英
洋

「
伊
万
里
」
を
感
じ
る

ま
ち
な
み
修
景
整
備
計
画
の
目

的
と
具
体
的
な
方
策
を
ど
う
展

開
さ
れ
る
の
か
、
又
、
本
町
商

店
街
で
は
老
朽
化
に
よ
る
ア
ー

ケ
ー
ド
撤
去
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
撤
去
後
本
計
画
に
ど
う

リ
ン
ク
さ
れ
る
の
か
。

建
設
部
長

伊
万
里
の
も
つ
焼
き
物
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
市
の
中
心
部

（
中
心
市
街
地
）
及
び
幹
線
道

路
に
「
伊
万
里
」
を
感
じ
る
修

景
（
デ
ザ
イ
ン
）
の
方
向
性
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

具
体
的
な
方
策
の
一
例
と
し
て

幹
線
道
路
に
焼
き
物
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
設
置
し
て「
伊
万
里
」

を
感
じ
つ
つ
中
心
部
へ
導
く
動

線
を
整
理
す
る
。
又
、
本
町
ア

ー
ケ
ー
ド
撤
去
後
は
未
だ
残
っ

て
い
る
白
壁
土
蔵
風
の
建
物
を

生
か
し
本
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち

な
み
修
景
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

県
ご
み
処
理
広
域
化
計

画
に
基
づ
き
、
新
施
設
の
建
設

候
補
地
で
あ
る
松
浦
町
で
は
地

元
説
明
等
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
本
計
画
で
は
平
成
27
年
４

月
が
新
施
設
開
業
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
新
施
設
で
の
開

業
後
の
現
施
設
へ
の
対
応
は
ど

う
さ
れ
る
の
か
。
特
に
最
終
処

分
場
は
満
杯
の
状
態
が
予
想
さ

れ
る
。

又
、
２
年
後
の
平
成
22
年
３

月
末
が
地
元
と
の
借
地
契
約
期

限
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
対
応

さ
れ
る
の
か
。

市
長
、
市
民
部
長

最
終
処
分
場
を
は
じ
め
現
施

設
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
新
施

設
計
画
の
進
捗
状
況
に
併
せ
、

地
元
の
皆
様
と
十
分
協
議
を
重

ね
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。借

地
期
限
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
是
非
と
も
契
約
の
更

新
を
お
願
い
し
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性

化
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

「
合
特
法
」に
基
づ
く
合
理

化
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド

答
弁

農
村
集
落
排
水
事
業

の
浄
化
施
設
の
処
理

水
の
配
布
に
つ
い
て

答
弁

質
問

質
問

環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

  





内
山

泰
宏

統
合
病
院
の
開
院
ま
で

は
伊
万
里
市
民
病
院
を
運
営
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
こ
で
、

一
番
心
配
さ
れ
る
の
が
医
師
確

保
で
あ
る
。
県
内
に
お
い
て
も

自
治
体
病
院
か
ら
の
医
師
が
辞

職
し
、
救
急
の
一
時
休
止
、
診

療
科
目
の
休
診
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
伊
万
里
市
民
病
院

の
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

市
長

確
実
に
存
続
が
で
き
る
よ
う

医
局
に
派
遣
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
不
足
の
原
因

は
新
臨
床
研
修
制
度
で
あ
り
自

治
体
病
院
を
持
つ
自
治
体
と
連

携
し
て
制
度
を
元
に
戻
す
よ
う

国
に
訴
え
て
い
き
た
い
。
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一

般

質

問

町
づ
く
り
三
法
の
改
正

主
旨
か
ら
し
て
市
街
地
の
縮
小

化
は

市
長

現
在
の
市
街
地
の
状
況
は
発

展
途
上
に
あ
り
該
当
し
な
い
。

市
街
地
の
と
ら
え
方
が
違
う
の

で
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

伊
万
里
市
で
受
託
す
る

と
返
答
し
た
理
由
と
経
過
は
。

市
民
部
長

他
市
町
よ
り
８
ha
以
上
の
候

補
地
が
な
い
と
の
理
由
で
伊
万

里
市
へ
の
要
請
が
あ
っ
て
い
る

中
で
松
浦
町
よ
り
建
設
地
受
入

れ
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

３
市
５
町
の
ゴ
ミ
を
引

き
受
け
る
と
な
る
と
、
松
浦
町

民
だ
け
で
な
く
結
論
は
全
市
的

な
重
大
問
題
だ
と
思
う
が
。

市
長

新
た
な
施
設
で
は
な
く
経
費

の
節
減
に
も
な
る
。
全
市
民
の

合
意
を
取
り
付
け
る
事
は
難
し

い
。

材
は
国
産
を
使
用
し
て
お
り
、

国
、
県
機
関
が
安
全
を
確
認
し

た
も
の
、
そ
し
て
学
校
給
食
会

で
定
め
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し

て
い
る
。
又
、
青
果
野
菜
に
つ

い
て
も
伊
万
里
産
を
柱
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

18
年
に
策
定
さ
れ
た
こ

の
構
想
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

本
構
想
計
画
に
基
づ
き
、
出

来
る
事
か
ら
実
践
を
し
て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
生
ゴ
ミ
に

つ
い
て
は
、
経
費
の
面
か
ら
実

施
で
き
ず
に
い
る
が
、
協
議
は

行
っ
て
い
る
。
又
、
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
は
公
用
車
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

当
初
予
算
で
は
３
地
区

と
あ
る
が
何
故
か
。

産
業
部
長

昨
年
の
積
み
残
し
を
計
画
予

定
し
て
い
た
が
、
他
に
要
望
地

区
が
多
く
聞
か
れ
る
の
で
、
県

に
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

松
尾

雅
宏

本
年
２
月
の
中
毒
事
件

以
降
、
中
国
産
加
工
食
品
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
を

な
さ
れ
た
市
長
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

又
、
給
食
セ
ン
タ
ー
食
材
の

実
態
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

国
内
生
産
の
自
給
率
が
低
下

し
て
い
る
今
、
中
国
食
品
は
不

可
欠
で
は
あ
る
が
、
食
に
対
す

る
不
安
は
拭
い
き
れ
な
い
。
宣

言
の
中
に
も
地
域
農
業
振
興
を

掲
げ
て
お
り
、
地
産
地
消
を
柱

と
し
て
、
市
民
に
安
全
な
食
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
、

重
要
課
題
と
し
て
考
え
て
い

く
。

教
育
部
長

先
の
問
題
を
受
け
、
餃
子
を

献
立
て
か
ら
回
避
し
た
が
、
そ

の
餃
子
も
国
産
品
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
抵
抗
感
の
面
か
ら
変

更
し
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食

笠
原

義
久

い
ま
り
ん
バ
ス
の
路
線

延
長
と
利
用
側
の
時
刻
変
更

は
。

産
業
部
長

バ
ス
一
台
で
の
稼
働
で
は
限

度
が
あ
り
、
現
在
の
方
法
が
最

良
と
考
え
て
い
る
。

生
命
線
で
あ
る
佐
賀
市

へ
の
直
行
便
の
考
え
は
。

産
業
部
長

多
く
の
声
を
聞
く
為
に
伊
万

里
市
民
と
考
え
る
地
域
交
通
会

議
を
設
け
て
い
る
の
で
意
見
を

参
考
に
新
年
度
に
方
向
性
を
示

し
た
い
。緊

急
課
題
の
市
街
地
再

生
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

か
。

建
設
部
長

市
街
地
活
性
化
の
為
街
中
修

景
に
色
々
と
取
組
ん
で
い
る
が

実
現
効
果
に
至
っ
て
い
な
い
。

答
弁

バ
ス
路
線
の

運
行
状
況

伊
万
里
市
バ
イ
オ
マ

ス
構
想
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問 食

の
安
全
に

つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁 農

地
水
環
境
対
策

に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

市
街
地
再
生
に
つ
い
て

西
部
地
区
ゴ
ミ
処
理
施

設
整
備
計
画
に
つ
い
て

統
合
病
院(

伊
万
里
市
民
病
院
・

有
田
共
立
病
院)

開
院
ま
で
の
伊

万
里
市
民
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
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一
般
質
問
・
編
集
後
記
な
ど

議
会
は
執
行
部
に
対
す
チ
ェ
ッ
ク

機
関
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

執
行
部
側
も
知
識
と
正
確
性
と
責

任
を
持
っ
て
判
断
し
、
政
策
を
提
案

し
議
決
を
受
け
る
が
、
そ
の
際
、
議

員
も
高
い
判
断
能
力
が
問
わ
れ
る
。

議
決
は
共
に
責
を
負
う
べ
き
で
あ

り
、
内
容
の
仔
細
ま
で
は
熟
知
し
て

い
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
よ

う
な
気
が
し
て
き
た
。

も
っ
と
向
上
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
つ
べ
き
で
は
と
・
・
・
・
・

こ
の
頃
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。（
山
）

◎
樋
渡
雅
純

○
山
増
秀
明

松
尾
雅
宏

多
久
島
繁

前
田
久
年

渡
邊
英
洋

顧
問

占
野
秀
男
、
盛
泰
子

発
行

伊
万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
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０
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E-m
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編
集

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約12円（印刷費）で作成しています。

市
税
等
に
つ
い
て
、
現

在
は
お
金
で
収
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

財
産
が
あ
っ
て
も
お
金
が
な

い
人
を
「
差
し
押
さ
え
」
と
い

う
形
で
な
く
財
産
で
収
納
し

て
、
そ
れ
を
公
売
す
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。総

務
部
副
部
長

東
京
都
が
地
方
税
の
納
付
手

段
と
し
て
、
独
自
の
物
納
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
身
は
、

納
税
者
が
納
税
協
力
団
体(

納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会)

に
物
納

し
た
い
物
品
を
出
品
依
頼
し
、

納
税
協
力
団
体
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売
で
売
却
し
て
、
そ
の

代
金
で
納
税
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
納
税
者
に
と
っ
て
物
納
に

近
い
納
付
制
度
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
先
進
事
例
を
参
考
に
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
弁

質
問 イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

制
度
に
つ
い
て

次の人事案件を同意しました

・公 平 委 員 会 委 員 大 原 巌

・固定資産評価審査委員会委員 重 松 洋、 小 島 由 子、 森 日出子

武 修 治、 川 原 正

第15回スタミナ焼肉オリエンテーリング 菜の花まつり（牧島地区）


